



















































































































11月 107 0 0
12月 137 0 0
1月 71 0 0
2月 75 4（1才3件、3才！件） 5．3
3月 94 2（1才1件、7才1件） 2．1
4月 ！！8 2（1才1件、3才1件） 1．7
5月 1！4 0 0
6月 68 1（9才） 1．5
7月 82 1　（1才） 1．2
8月 58 0 －0
9月 75 2（1才1件、2才1件） 2．7























































評　価 患 者　評 価
特　　　　徴 スコア 入院時 3日目抜針日
































































／ N：転倒・転落リスク 3日目 DP）
状態 ／ ①　成長・発達を考慮したADLの評価、自立度の把握
抜針日 ②　排泄の頻度・時間等のパターンのアセスメント及び動作時の
定義：身体に危害を加 ／ 自発的行動の観察
えることのある転 以降1 ③　全身状態の把握から起こりうる認識力の変化の予測
倒・転落を起こし 週間毎 ④　ベッド柵が上段まで上がっているか
やすくなることの ／ ⑤　ベッド内に患者の踏み台になるようなものはないか
増加 ⑥　柵上げ下げ時の騒音に関連した柵上げの拒否はないか
／ ⑦　バギーや椅子を使用していないか
危険因子：転倒・転落
リスク評価表に準 TP）
ずる ①　行動範囲内の障害物の確認・整理
②　ベッドサイドに必要な物の確認・整理
③　適切な衣服・履物の選択
アウトカム ④　スタッフ間の統一したトランスファーの徹底
・　転倒・転落なく経 ⑤　危険度・対策についてのカンファレンス
過する。 ⑥　注意マークで他のスタッフの関心を引くよう工夫（危険度
・転倒・転落による H：黄、危険度皿：赤のテープをカルテとベッドネームに貼
危害が生じない。 る）
⑦　必要時、スタッフに近い目の届きやすい場所への移動を検討
⑧　必要時、センサー類の使用を検討
⑨　医師と協力し予防策を考える
・　薬剤の適切な使用
・　運動プログラム
⑩　患者にあったベッド柵の選択
⑪　入院準備の際ストッパーがかかっているか確認
⑫　ギャッヂハンドルはきちんと収納されているか
⑬　DP）⑤に関連し、あれば除去する
EP）
①　個々の排泄パターンに基づいたトランスファーの指導
②　ベッド周辺器具・装置、ナースコール等の使用方法の説明
③　理解力・相手のペースに合わせた十分な説明
④　患者・家族と転倒・転落リスク評価表をチェックし、転倒・
転落防止プランの説明をして、協力を得る
・入院時オリエンテーション時、ベッド柵を上げることの重
要性を説明
・　ベッド柵の上げ方・下げ方を実際に行って見せる
・　DP）④に関連し、ベッド柵が上がっていなければ家族に
注意を促す
・　DP）⑥に関連し、ベッド柵を上げる際の騒音に伴う周囲
への気兼ねより、患者の安全が大切であることを説明する
・　TP）⑪に関連し、ストッパーのかかりが悪い場合は、家
族・スタッフに注意を促す
⑤　DP）⑦に関連し、使用時は安全ベルトの調整と確実な着用と、
側から離れることのないよう家族に注意を促す
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